
地籍調査の始まる（土居地区）

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成23年11月10日発行（15） 第25号

■
23
年
度
竹
ノ
谷
及
び

土
居
の
各
一
部
地
区
地
籍

調
査
事
業
地
籍
測
量
委
託

業
務
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

５
５
１
２
万
５
千
円

契
約
の
相
手
方

南
海
測
量
設
計
（
株
）

住
所
　
松
山
市
中
村
３
丁
目

１
番
７
号

主
な
内
容

竹
ノ
谷
地
区
及
び
土
居
地

区
の
山
林
部
分
3.17
‡
の
１
、

７
９
９
筆
及
び
家
古
屋
の
0.28

‡
、
595
筆
の
地
籍
測
量
を
実

施
す
る
も
の
。

入
札
は
、
23
年
７
月
５
日

に
８
業
者
で
。

工
期
は
議
決
の
翌
日
か
ら

24
年
３
月
15
日
を
予
定
。

（
全
員
　
可
決
）

Ｑ
＆Ａここが聞きたい

－第 5 回（8月）臨時会－

第5回臨時議会を8月22日に開催し、1議案を原案どおり可決した。

◆
23
年
度
23
災
第
18
号

町
道
寺
村
大
板
線
道
路
災

害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の

締
結

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

５
３
３
４
万
円

契
約
の
相
手
方

（
株
）
不
二
土
木

主
な
内
容

被
災
延
長
の
41.4
ｍ
を
復
旧

す
る
も
の
。

入
札
は
、
23
年
８
月
12
日

に
８
業
者
で
、
工
期
は
議
決

の
翌
日
か
ら
、
24
年
２
月
29

日
を
予
定
。

（
全
員
　
可
決
）
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Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 6 回（9月）定例会－

◆
専
決
処
分
の
報
告

◇
物
損
事
故
の
和
解

７
月
15
日
に
町
道
引
地
橘

谷
橋
線
を
通
行
中
の
自
動
車

に
側
溝
蓋
が
跳
ね
上
が
り
損

害
を
与
え
た
交
通
事
故
。

∏
　
町
は
、
金
10
万
１
５
８

３
円
を
相
手
方
に
支
払
う
。

π

今
後
、
一
切
の
債
権
債

務
関
係
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。

（
報
告
）

◇
物
損
事
故
の
和
解

７
月
27
日
に
町
道
引
地
橘

谷
橋
線
を
通
行
中
の
自
動
車

に
側
溝
蓋
が
跳
ね
上
が
り
損

害
を
与
え
た
交
通
事
故
。

∏
　
町
は
、
金
８
、
６
４
１

円
を
相
手
方
に
支
払
う
。

π

今
後
、
一
切
の
債
権
債

務
関
係
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。

（
報
告
）

■
22
年
度
決
算
の
認
定

□
一
般
会
計（

全
員
　
認
定
）

■
特
別
会
計

□
国
民
健
康
保
険

歳
入
10
億
２
１
１
４
万

円
、
歳
出
10
億
１
９
９
８
万

円
で
差
引
116
万
円
。

（
全
員
　
認
定
）

□
国
民
健
康
保
険
直
診
大

崎
診
療
所
勘
定

歳
入
２
億
512
万
円
、
歳
出

２
億
431
万
円
で
差
引
81
万

円
。

（
全
員
　
認
定
）

□
老
人
保
健

歳
入
１
２
２
２
万
円
、
歳

出
１
２
２
２
万
円
、
差
引
０

円
。23

年
３
月
末
を
持
っ
て
廃

止
。

（
全
員
　
認
定
）

□
介
護
保
険

歳
入
11
億
１
２
９
１
万

円
、
歳
出
10
億
９
８
０
４
万

円
で
差
引
１
４
８
７
万
円
。

（
全
員
　
認
定
）

■
簡
易
水
道
事
業

歳
入
７
５
４
５
万
円
、
歳

出
７
３
８
７
万
円
で
差
引
158

万
円
。

（
全
員
　
認
定
）

■
農
業
集
落
排
水
事
業

歳
入
６
３
８
５
万
円
、
歳

出
６
２
７
８
万
円
で
差
引
107

万
円
。

（
全
員
　
認
定
）

■
後
期
高
齢
者
医
療

歳
入
１
億
１
７
３
１
万

円
、
歳
出
１
億
１
６
７
５
万

円
で
差
引
56
万
円
。

（
全
員
　
認
定
）

田村多目的広場
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区　　分　　　　　　　　　金　額
議 会 費 5301万
総　　務　　費 17億7611万
民　　生　　費 12億6873万
衛　　生　　費 3億7536万
労 働 費 5629万
農林水水産業費 9億6237万
商　　工　　費 4724万

平成22年度一般会計歳入歳出決算 （決算書より抜粋）（万円未満は四捨五入）（単位：円）

構成比
13.0 
4.3 
12.9 
30.2 
9.2 
0.4 
6.2 
16.8 
0.0 
0.3 
6.7 

1、歳入金額
2、歳出金額
3、歳入歳出差引額
4、翌年度へ繰り越しすべく財源
5、実質収支額

区　　　分

区　　分
人　　件　　費
扶　　助　　費
公債費（借金返済）
建設事業費（災害復旧費含む）
物　　件　　費
維 持 補 修 費
補　　助　　費
積　　立　　金
投資及び出資金
貸 付 金
繰　　出　　金

区　　　分
町 税
地 方 交 付 税
地 方 譲 与 税
分担金・負担金
国・県支出金
町 債（借金）
諸 収 入
そ の 他

構成比
6.1
43.2
1.1
0.6
22.3
15.8
0.7
10.2

金　額
11億5055万
3億8039万
11億4324万
26億7266万
8億1235万
3183万

5億5159万
14億8808万

15万
2280万

5億9726万

区　　分　　　　　　　　　金　額
土　　木　　費 8億2444万
消　　防　　費 2億5149万
教　　育　　費 5億0326万
災 害 復 旧 費 1億0717万
公債費（借金返済） 11億4324万
諸　　　　　費 14億8719万

金　　　額
91億5919万
88億5590万
3億0329万
1億2638万
1億7691万

金　額
5億5837万
39億5353万
1億0009万
5080万

20億4460万
14億4316万
6843万

9億4021万

おもな歳入

地方�
交付税�
43.2％�

地方譲与税�
1.1％�

分担金・負担金 �
0.6％�

町債（借金）�
15.8％�

諸収入0.7％�

その他 10.2％�

国・県支出金�
22.3％�

町税 6.1％�

おもな歳出

性質別 性質別

公債費（借金返済）�
12.9％�

公債費（借金返済）�
12.9％�

扶助費 4.1％�扶助費 4.3％�扶助費 4.3％�

人件費 13.0％�人件費 13.0％�

建設事業費（災害復旧費災害復旧費を含む）�
30.2％�

建設事業費（災害復旧費を含む）�
30.2％�物件費 9.2％�

維持補修費�
0.4％�

積立金 8.1％�
積立金 16.8％�積立金 16.8％�

繰出金6.7％�

補助費6.2％�補助費6.2％�

貸付金0.3％�
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■
仁
淀
川
町
中
小
企
業
等

協
業
化
推
進
資
金
貸
付
金

条
例町

内
の
中
小
規
模
事
業
者

な
ど
が
協
同
し
て
事
業
を
行

い
経
営
の
合
理
化
や
取
引
条

件
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
協
業
化
の
推

進
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付

け
る
事
に
よ
り
、
地
域
産
業

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。

施
行
日
は
23
年
10
月
１

日
。

問
　
岡
田
議
員

内
容
の
説
明
を
。

答
　
片
岡
副
町
長

仁
淀
川
林
産
協
同
組
合
へ

の
貸
付
金
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
岡
田
議
員

７
条
の
説
明
を
。

答
　
副
町
長

減
額
ま
た
は
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
で
、

特
別
な
理
由
に
よ
り
、
公
益

性
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
、
減
免
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
む
や
み
に
減

免
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問
　
山
口
議
員

公
益
性
の
考
え
方
は
一
般

の
人
に
は
分
か
り
に
く
い
、

具
体
的
な
説
明
を
。

答
　
副
町
長

組
織
を
維
持
す
る
事
で
利

用
者
、
組
合
員
に
利
益
が
有

る
時
に
、
公
益
性
が
認
め
ら

れ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

問
　
岡
田
議
員

解
釈
の
仕
方
は
、
金
が
無

く
な
っ
た
ら
町
が
出
す
と
い

う
理
解
に
な
る
の
か
、
説
明

を
。

答
　
副
町
長

一
言
で
は
説
明
で
き
な

い
、
ま
た
事
案
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
る
。

討
論

反
対
　
岡
田
議
員

第
７
条
、
貸
付
金
の
償
還

債
務
を
減
額
ま
た
は
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

１
の
、
災
害
等
の
特
殊
な

理
由
に
よ
り
貸
付
金
の
償
還

が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

２
の
、
そ
の
他
、
町
長
が

公
益
上
特
に
認
め
た
時
に
減

免
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
内
容
は
理
解
し
が
た

い
も
の
が
あ
る
の
で
、
反
対
。

賛
成
　
西
森
（
常
）
議
員

こ
の
林
産
組
合
は
若
者
定

住
、
本
町
の
人
口
減
に
歯
止

め
を
掛
け
る
事
業
で
、
特
に

７
条
は
、
不
足
の
事
態
で
、

こ
の
条
例
に
限
ら
ず
、
一
般

的
に
こ
う
い
う
状
況
は
あ
る

も
の
で
、
賛
成
。

賛
成
者

西
森
　
常
晴

西
森
　
久
雄

農
本
　
規
仁

野
村
　
安
夫

藤
原
　
陽
三

橋
本
　
眞
一

坂
本
　
伝
一

片
岡
　
政
徳

（
多
数
　
可
決
）

■
税
条
例
の
一
部
改
正

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況

及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て

税
制
の
整
備
を
図
る
た
め
の

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
改

正
。

（
全
員
　
可
決
）

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

改
正
で
支
給
対
象
と
な
る
遺

族
の
範
囲
に
他
の
遺
族
の
何

れ
も
が
居
な
い
場
合
に
、
死

亡
し
た
者
の
兄
弟
姉
妹
で
死

亡
し
た
者
の
死
亡
当
時
そ
の

者
と
同
居
、
ま
た
は
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
者
を
加
え

る
も
の
。

施
行
日
は
公
布
の
日
か

ら
、
改
正
後
の
本
規
定
は
23

年
３
月
11
日
以
後
に
生
じ
た

災
害
に
係
る
弔
慰
金
支
給
よ

り
適
用
。

（
全
員
　
可
決
）

いつ使えるヘリポート（池川地区）


